
























軽米町百人委員会平成 28 年度第２回環境・衛生部会議事録 

○（衛生・住環境グループ） 
（司会）ということでですね、こちらの方では衛生環境と住環境の二つをまと

めてということになります。それですみません、私１回目の時出席できな

くて、後から資料の方で見させていただいたんですけれども、皆さんの方

では第２回目の時にはどんなことを話そうというのを考えてきたと思いま

すので、ありませんかというよりもせっかくですので、一人ずつお話をい

ただきながらの方が進行も早いかなと思いますので。 
（委員６）住環境と言っても、住むお家のことだけじゃなくて、やっぱり広く

いろいろ考えなきゃいけないと思います。通勤通学、通院、それから買い

物とかですね、そういったのが全部できるような環境があるかどうかです

ね。あとは、高齢者とか障がいのある方たち、それから子育て世代など、

あらゆる人が安心して暮らせる町をつくることが大事だなと思いました。

これから先のことなので、ちょっと理想みたいな話になりますけれども、

住環境と合わせて交通なんかも関係があると思います。今日も買い物帰り

の高齢者の方が、買い物袋を引きずりながらバスに乗り込もうとしている

ところを見ましたし、隣近所との支え合いだったり、災害なんかについて

も安心して暮らせる町づくりというのをみんなで考えていきたいと思いま

す。いま町の方でも空き家対策ってあるんですけれども、例えばホントは

ここに住みたいんだけれども仕方なくで盛岡とかに住んでいる人たちが、

貸したくてもその間に入る人がいないとなかなか話が進まないし、不動産

屋もいると思うんだけれども、私はやっぱり役場とか公的なところが間に

入ってくれると安心して貸したり借りたりができるんじゃないかなと。あ

と、住環境と言っても住むところだけじゃないので、福祉の関係とかいろ

いろあるので、役場の方で住居関係の協議をしたり計画を立てたりとある

と思うんですが、住宅といえばすぐに地域整備課を思い出すんですけれど

も、町民生活課とか健康福祉課とか、あるいは教育委員会なんかも関係し

てくるかと思うんですが、そういう課が連携し合って協議していけばいい

なと思いました。 
（委員５）一番問題なのはですね、軽米はまだ人が減っていない方だからあま

り感じていないかもしれないんですけれど、高齢者の方の車の運転。免許

と車があるから乗り続けているけれど、しょっちゅうぶつけている人もい

る。それで、もう危ないから乗るな、と言いたくても、車がないと今度は

買い物に行けない。足腰もそんなに丈夫じゃないし、年を取ると買い物が

できない。それでも今はタクシーを使っているそうですけれども、そうす



るとタクシー代が莫大にかかると。昔であれば親子でいるからとか、子ど

もが面倒見るとかあったかもしれないが、今は親子で別々だから、年を取

ってくれば全ての人に起こることなんですよね。さてじゃあこれをどうす

ればいいのかなと考えたときに、バスったって特定の場所しか回っていな

いし、町で買えるようにするとか、何か考えないと今のように交通の便が

良くて、町の外の方に店があるというのは、これだけじゃすまないような

状況があるんじゃないかなと。他人事ではなくて、私たちもいずれそうな

るなと、間違いなく近い将来乗れなくなると思います。そんな人がこれか

らどんどん増えるので、これは町としてもどうにかしていかないといけな

いんだと思います。 
（委員３）私も、衛生環境に丸を付けて参加しましたけれども、実際のところ

はどんなことをすれば衛生環境なのかなと考えたんですけれど、昨日おと

といのあたり、これは川にも関係してくると思うんですが、道路の側溝が

川に行くようになっていると思うんですけれども、簀の子になっていると

ころが蓮台野から荒町まで３箇所か４箇所あったかと思うんですけれども、

そこをきれいにしている。それをやっているのを見てどういう風にしてい

るんだろうなと思って、お陰様で報国橋のほうまで行きましたっけね。町

の方から流れてくるのが詰まらなくなったのできれいになったわけ。それ

がとても衛生的になったなとつくづく思った。台所から流れる水がほんと

は下水道に行かなきゃいけないんだけど、山の方から来ている水なのかと

にかく入り混じって川に行くでしょ？それがそのまま流れていけば、そこ

ら一体の河川がぐちゃぐちゃになって歩くのも大変だし水が溜まれば蚊も

わいて、ジカ熱とかなんとか熱とかの予防にもなるし、よかったなと思い

ました。そしてそれが町の中の側溝とかでも泥が詰まって草が生えてきた

りとかそういうところもあるので、川に面した下水だけじゃなくてそうい

うところも臭いとかいう話もあるから、そういうところは気を付けて町内

で掃除するときもあるだろうし、町として取り組んでもらいときもあるだ

ろうから、そこもやっぱりきれいにして、心地よく過ごせる感じになって

いけばいいかなと。 
（委員４）私も側溝の関係なんですけど、町内会にしろ役場にしろ、一箇所だ

けやっても駄目だから一斉にやる何かがあればいいのかなと。それだけで

す。 
（委員２）最近非常に目につくのが、ごみのポイ捨てです。通勤してるんです

よ、八戸まで。以前に比べると、すごく増えている。コンビニも増えてい

るし、町内の人だけじゃないと思うんだけれど、町内を見ても空き缶があ

ったりコンビニの袋が散乱していたり、そしてそれを突くカラスがいたり



キツネがいたりでしょ。全体で見ていかないと、外から来た人が汚いと思

う。これは難しい問題かもしれないけれど、町民としてごみの環境問題か

なと思う。前回は出席できなかったけれども、他の委員の人もしゃべって

いますよね、ごみのポイ捨てをしているって。これは、年に１回のクリー

ンアップデーでは処理できないんですよ。そして、春に除雪すればいっぱ

い出てくるんですよね。 
（委員５）これは私ね、教育だと思う。昔、中国に行ってそう思ったんだけれ

ど、上海っていう大都会ですよね、昔から。ところが、上海の駅のホーム

にはものすごいゴミだったんですよ。今はどうかわかりませんよ。天安門

事件の次の年に行きましたが、駅のホームはゴミだらけ、そこから蘇州ま

で汽車で行ったんですよ。蘇州につくまで線路の周りが全部そうですよ。

ということは、中国はそういう教育をちゃんとしていない、日本もそうだ

ったかもわかりません。今はどうか知らないけれど、昔は道徳とかでそう

いうのはいけないよというのをやったと思うんだけれども、いまおっしゃ

ったようにコンビニが出たり、さっと飲んでさっと食ってそのまま車に積

めば後で掃除するのがめんどくさいからやると思うんだよね。考え方だと

思うんですよね。きれいなところに住まなきゃいけない、誰かが掃除しな

きゃいけない。みんながそう考えればそういうこともなくなると思うんで

すけれどね。 
（委員２）私たちの子どもはもう 30 いくつだけれど、夏休みの時なんかみんな

でごみ拾いとかしたじゃないですか。それが教育だったでしょ、学校とし

ての。今は子どもの数も減ってきたけれど、各家庭もそうだけれど学校で

も職場でもね、取り組んでいくことが、簡単なことなんだけれど一番難し

いんですよ。 
（委員５）長倉通りはすごいですよ。毎日歩いているんだけれど、とにかくゴ

ミがすごいですよ。それを拾って持って帰ってくるんだけれど、すぐまた

ひどくなる。ひどい奴らなんかグレーチングかっぱらっていくからね。 
（司会）ゴミの話の続きであれですが、議員さんたちが行ってきたのかな上勝

町に。それをたまたまテレビか何かで見たんだけれども、ご存知ですか、

分別がすごいの。前に三沢の自衛官になっていた女性の方が、今は役場だ

ったかの職員だと思うんだけれど。軽米でも生ごみはやっているし、一時

期はプラスチックもどうのこうのと、あれやってみれば本当にゴミが減る。

なんで試験的にやりましたって、せっかくみんなが協力してやったことを

試験が終わったからといってやめちゃうのかなと、そこが少し疑問です。

あれを全部町民がやるようになったらば、理想的な話ですが子どもたちが

通学路でコンビニのごみ袋一つでもいいからゴミを拾って学校にもってい



って学校で分別すれば、それも一つの勉強になるのではないかなと。よそ

ではいろんなイベントがあると、ゴミは持ち帰りと話ではしてもみなさん

持ち帰る袋を持っていなければそこらへんの見えないところに捨てたりと

か、軽米でも何かイベントすると靴を入れてくださいとビニール袋渡しま

すよね。そういった感じでごみ袋として入場者に配ってそれにごみを入れ

て、万が一そのゴミをそこらに捨てていく人がいれば、ごみはここに置い

て行って下さい、ここは燃えるごみですと、私南郷のジャズに毎年行くん

ですけれども、あそこでは毎年みんなゴミは回収してくれてます。それは

もちろん、高い入場料払うからというのもあるでしょうけど、いらなくあ

ちこちに捨てられるよりは、一括して入場口や出口で集めるのも手じゃな

いかなというのは常々感じているところでした。それとこの間国体があっ

たわけですが、たまたまその会場にボランティアでお邪魔することがあっ

たらば、まあ軽米のなんときれいなことよとハートフルは思いました。そ

の前には今ジャーナルでもやっていますけれども９月に皆さんでごみ拾い

をしたりとか見えないところもあるかと思うんですけれども、一人ででき

ないところはみんなで協力しながら、先ほどの下水の話もですけれど、た

とえば雪が 30 ㎝降った、それだけ降ったらもう町内みんなで出ようよと。

大町だけじゃない新町だけじゃない仲町だけじゃない。独居している方も

いるからどうやったって自分の家の前だけでも雪かきできない方もいる。

行政に任せてたっていつになるかわからないというのであれば、自分たち

で出来ることであればやってもいいのかなと。たまたま大町ではそういう

取り決めをして出たり出なかったりだけれどもまずそうやってますね。 
（委員３）蓮台野もそうやっています。 
（司会）そういった時にたまたま岩泉で水害があって、軽米に野球の人たちが

来ても泊まる場所がなかったと。旅館があればいいと言ったって、そんな

に毎日集客できるわけじゃないのにただただ建てるわけにもいかない。そ

うなったときに、例えば軽米の中にツーリズムというか、民間でもいいの

であればそういった受け入れみたいなことができれば、私も音更の子ども

たちが来た時にはやったけれども、そういった空き家対策ができれば。た

だ空家対策も住んでないんだけれども盆には帰ってくる正月には帰ってく

る、他人さまには貸したくない見せたくない、そういった方も中にはいら

っしゃるので、町の方で調査した話をちょっと聞いたけれども、その結果

も聞きながら、例えば古民家だっていいと思う。外国人は古民家をとても

大事にして、わざわざ古民家をさがして泊まりに来る人もいるらしい。軽

米ももっとそういうところに力を入れてやれば、受け入れももう少しでき

るようになるのではないかなと、いま皆さんのお話を聞きながらふと感じ



ておりました。今までの話を受けて、また新たにでも結構ですので、皆さ

んから何かあれば。まあ、要望ではなくご意見という事のようですので、

お出しいただければと思うのですがいかがでしょうか。 
（委員２）さっき出ていた高齢者の買い物、すごく大変なんですよね。 
（委員５）これからもっと大変になるよ。 
（委員２）私の職場の方にあるスーパーもすごく人が減ったんですよね。やる

人がなくなったんですよ。週１回か２回来てた人が来なくなるんですよ。

一人暮らしのおばあさんたちが通えなくなるとそういう業者も減ってくる

んですよね。 
（司会）たけさわさんでやってなかったですっけか、配達しますって。 
（委員５）今国の方で、ガソリンが全然売れなくなってきている。それで閉め

るところが増えてきているそうですもんね。そうすると、何年かに１回タ

ンクを取り換えなきゃいけないそうなんですけれど、そしたら国の方でそ

れに補助を出して、それで何とかスタンドを続けてくださいと。それから

灯油を積むトラックも補助を出しているようで、それでスタンドを残すと

いうことをやっているんですよ。そやって地方の面倒を見てあげなきゃい

けないと国の方では思っているようなんだけれども、近い将来もっとそう

いうことをやっていかないと田舎の人は死んでしまうと思うので、近いう

ちにやると思うんですけれど、ＣＯＯＰが来るか何が来るかわかりません

けれど、町の方でそういうのをやってくれるようにと思うんだけれど。今

のところはまだそこまで行っていないのでね。 
（司会）町内でも、配達してくれたり、自分とこの店のもの以外の物も持って

きてくれたり、そういう人もいるもんね。他ではロータリーとかもすごく

がんばっているみたいだけれど、軽米は無くなっちゃったからね 
（委員５）軽米でロータリーやライオンズをやるとトップに立った人は殺され

てしまう。極端だけどそう思う。ボランティアとかを必死に頑張る人を潰

すんですよね、軽米は不思議と。人が潰される。だって、仕事やっている

じゃないですか、みんな同じ立場で仕事やっているんだけれどね、上の人

は特にだけど、とにかく休みがないんだから。それでもうダメだ１抜けた

となれば、またその分負荷がかかってくるんだから。最後ボランティアで

きなくなってやめました。いいことだと思うんですよ、すごく。仕事をし

ながらボランティアでいろんなことをやるというのは、大切だと思う。だ

けどね、軽米にいると潰される。毎週例会なんですよ。私が入って何年目

だったかな、幹事を任されて。その例会の時、全部議事録取るんですよ。

それを次の例会までにまとめて会報を作って持って来なきゃいけない、幹

事が。それを毎週ですよ、丸１年あるわけだ。ようやくそれが終わってや



れやれと思うと会長だもの今度は。そしてあっちだこっちだと飛んで歩か

なきゃいけないでしょ、まず潰される。それが終わって今度は自分が役付

けるでしょ。そうすると今度は「そんな役付けるなら俺はやめる」が始ま

るんですよ。だから、一生懸命やろうとすると潰されるんだよここは。そ

れで、とてもじゃないけどもたなかったですよ。それでやめました。そし

たら何年もしないうちに無くなりました。 
（司会）前に社協の方だったっけか、今はシルバー人材だけどもその前にボラ

ンティア登録してくださいみたいなのもあったけど、あれも自然消滅して

無くなりました？何をというのではなく、自分にできることのボランティ

アだったんです。まあ、もしかした話がずれるかもしれないけれども、何

をやるにも金かねと言ってもしょうがないから。 
（委員５）青森なんかだと、１ｍ２ｍ雪が降るでしょ。そうすると高校生なん

かが、冬休みなんかボランティアで雪かきするよね。そういう育成が大事

ですよね。 
（司会）そして褒めると子どもたちもすごく喜んでね。あいさつもするように

なって。今はあいさつできない子も多いよね。 
（委員５）損得で考えればとてもできないけれども、そういうのもできる人に

なっていかないとね。気持ちだと思うんですよ。そういう人が育たないと

だめだね。雪もそうですけど、除雪すれば文句が来ると。本当は、こっか

らここまでとルールを決めて町民の援助をもらわなきゃいけないんですよ。

だって役場だってやりきれないもん、最近余計に雪が多いしね。 
（委員２）軽米だけじゃない、八戸でも青森でも、みんな怒るんだもん雪を置

いていくなって。それはおかしいでしょ。 
（委員５）だからそれも教育だと思うんだよ。だってもう、やってもらうのが

当たり前になってきているからね。やっぱりそれをやるのが当たり前では

ないんだけれども、皆さんの税金でこれをやるのだという説明が足りない

んだと思う。やってもらって感謝がないんだもの。やってもらって不満だ

らけならやらない方がいいでしょ。中には年を取ってくればそういうのに

文句を言いたい人も出てくると思うんだけれど、それは違うんだというの

をやっぱり言わなきゃいけないんだよね。財源だって限られてくるんだし、

その中でやっていくってことはだって、昔に比べれば昭和 35 年だったか道

路が２週間ぐらい止まったったでしょ。役場に１台しかブルドーザーがな

くて、あれに比べたら。 
（委員６）最初に私しゃべった時に、これは福祉とかも関係があると思うので、

役場にも連携してほしいというか、この前も大雨が降った時に考えたんで

すが、自分も高齢者の部類に入ってますがもっと高齢者の人、80 代に入っ



ている人とかもあって、町内会とかでもお互いに大丈夫でしたかとかそう

いうつながりとかも大事にしていかなきゃいけないなと。雪かきなんかも

そうですけど、地震の時なんかも大丈夫でしたかと話しかけると「いや本

当に声をかけてもらってありがたかった」と。やはり人と人とのかかわり

合いというか、そういうのもなかなかできないので、そういう仕組みもや

っぱり大事にしていきたいなと思います。いま保健推進員の人たちで共食

事業ってやっているんですよね、一緒に出てきて食事をしたりして。それ

もボランティアでずっと長く続けているので、そういうのも自分たちより

も下の人たちに続いていかないので、下の人に伝えていくというのも大事

かなと思います。これは環境衛生なので違うかもしれないんですが、図書

館のボランティアをやっていてもなかなか若い人が入ってこない。安心し

て暮らしていくというものの中にはやはり、若い人と高齢者をつなげてい

くということも大事かなと思います。 
（司会）それぞれの中に民生委員の方もいらっしゃるかと思うんですが、民生

員の方々の仕事というのが私詳しく存じ上げなくて、そしたら九戸の方と

話す機会があって、雪が降ったら自分の家の前に他の家の雪かきをしたり、

自分の家の前の沢が氾濫してても他の家の見回りに行くもんだと、ボラン

ティアとは言うんだけれどけっこう大変で、さっきの話につながるけど民

生委員の皆さんもなかなかなり手がいないようです。どこまでやればいい

のかな、どこまでやってもらえば満足なのか、やはりだんだんにやって当

たり前みたいなものが出てくるとよくない。どこかで考え直しをしなけれ

ば、さあやろうやろうとなっても大変だなとこの前聞いて思いました。 
（委員５）衛生環境とは別で商売の方だけれどもね、いま町の人口が９千何百

人ですよね。近い将来５，６千人になりますよね？そうなったときに、軽

米で商売できる人が何件あるかということですよ。商売できなくなってや

めるのはいい、でも残った町の人はどうなるんだと。食糧でも何でもそう

です。人が減った時に商売が成り立たなくなる。そしてやめなきゃいけな

い。やめたときに、その店だけ大変か、そうではなく残った人も大変なん

です。この前、日本は対象 11 年だかが国土調査で５千何百万人、明治維新

で３千万人ですから。それからずっと１億数千万人まで増えたわけですよ。

これからは減っていく。減っていくのを経験していないんだよね。どこに

行ってもその話ばかり出るけれども、我々はずっと増え続けてきている良

い時代しか経験してないから、考えられないんですよ。その時になってか

らじゃないと考えられないと思う。だから、自分の息子とかにもそうなる

よって話しても全然ピンと来ないんだよ。実際、私もピンとこないんだけ

ども、でも現実にそれがやってくるんだよね。 



（委員３）実際軽米の人口だって半分になってるからね。 
（司会）子どもが生まれないこともあるし、外から入ってこないこともあるし。

環境衛生とは違うかもしれないけれど、どうやって外から来る人を呼び込

むか。中に住んでいると気づかないかもしれないけれど、外から来た人を

呼んで話を聞く会みたいなのを開いて、役場に集めなくても私はできない

けれどもホームページみたいなのも役場にはあるみたいだから。大勢が見

ている前でお話くださいって言ってもあれだから。やっぱり聞く耳も持た

ないとだめだもんね。百人はなかったみたいだけれどこうやって縁あって

集まったんだし、意見を述べさせてもらえればね。役場では投書してくだ

さいみたいなのもやっているけど、なかなか投書なんてできませんから。

私たちはもう軽米にしか生きれませんからね。軽米の良いところって何か

あります？ 
（委員５）軽米の良いところはね、合併しなかったこと。町村合併したところ

はね、みんな悔やんでるはずですよ、やらなきゃよかったって。これ以上

町村合併しないで、人数が減っても我慢してやった方がいいね。その代わ

り、町民がいろんなことをボランティアみたいにして協力してやっていく

形にしていかないと。道路にしたって昔に比べてとんでもなく多いでしょ。

下水道ももちろんでしょ、どうやったって金がかかるんだもの、この設備

を維持していくためには。そんな時に町民が何でも役場でやるのが当たり

前だなんて言ったら何にもうまくいかなくなる。それはやっぱり地元の住

民が動いていかないといけない。 
（委員３）だからある程度自分たちでやって、これ以上はどうにもならないと

いうときには助けてもらえる体制を作っていくというのがいいのかなと思

います。 
（委員５）ある意味、新しい建物がそんなにないというのがいいことかもしれ

ませんよ。新しい建物はそれだけで維持管理費がとんでもなくかかるんだ

もの。そういう意味ではかえっていいのかもしれませんよ。 
（司会）人口が減っているから、かえってまとまりやすくなるんじゃないのか

なと思いますね。 
（委員３）この間なんか、国体の無料ドリンクのところでさるなしを宣伝しま

したね。一応缶のまま配ることはできなくて、手渡ししながら宣伝しまし

たけど。 
（委員５）当事者からするとね、人は言われたことを４分の１しか聞いていな

いから。ところがもらった人から聞けば半分から７割くらいは聞こえるん

ですよ。だからそういう風にしないと宣伝というのは効果がない。いくら

ここで一生懸命に話しても、それを聞いた人たちが真剣に広めていかなけ



れば、そこが大事になってくると思う。そうすれば小さなことでもきっと

宣伝効果が上がるんですよ。 
（司会）軽米には人を呼べる環境があるから、ただ、どうしても点々としてて

私も友達なんかが来て軽米を案内すると、どうしてもドライブになっちゃ

うもんね。 
（委員３）なんとかフォリストパークやミレットパークを活用しないと。国体

の時なんかも、食フェスタに料理を出している人たちにご飯を作ってもら

ってミレットに泊まってもらってもよかったかななんて思います。 
（委員５）一冬越すと、道路の脇にすごく泥が溜まるんだよね。町なかはいい

んだけど、歩道の立派なのがあちこちにあるんだけれど、その道路の隙間

から草が飛び出てるわけですよ。ほそうのわきのえんせきにも草がすごく

なるんだけれど、これを県も町も刈らないんだよね。私も気がついた時は

刈ったりもしているんだけれど、真夏なんかすぐ伸びますもんね。結局ボ

ランティアでは間に合わないような状況でね。あれはどこの管轄かわから

ないし、今回は国体だというので、うちも総動員でやらせましたけど、見

た目が悪いし、歩道の草というのは１回出てしまうと殺せないんだよね。

毎年すごい草。 
（司会）そういうのはやっぱり、クリーンアップデーを月１でやったり隔月で

やったり、町内一斉は無理でもね。 

 
以降は、道路河川環境グループと机を合わせ、第３回部会の日程を決定。 
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